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令和７年度 横須賀美術館事業計画 

 

 横須賀美術館は、美術を通じた様々な機会を提供し、市民の美術に対する理解と

親しみを深めることを目的に平成 19 年に開館しました。そして今日まで、国内外

の優れた美術を紹介する企画展、約 5,000点のコレクションを紹介する所蔵品展や

谷内六郎展、教育普及に資する事業を展開し、平成 25 年度から令和元年度まで、

館の一つの目標である観覧者数 10万人を７年連続で達成しました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を強く受けた令和２年度と令和３年度は、臨時休館

により、観覧者数の大きな落ち込みがありましたが、市長部局に移管となった令和４年

度からは、仏像やスカジャン、巨大ロボットアニメの展示、能楽上演やコンサート開催

などに多彩にチャレンジし、コロナ前を上回る観覧者数を得ることができました。令和

６年度には、初めて民官連携による実行委員会形式で「鈴木敏夫とジブリ展」を開催し、

１展覧会としては史上最高の観覧者数を得、地域経済の活性化にも貢献することができ

ました（令和４年度 142,690人、令和５年度 162,022人、令和６年度 256,601人（令和

７年１月 31日現在））。 

令和７年度には、開館後初となる工事に伴う長期休館を予定しています（令和７

年 11 月から約 10 か月を予定）。休館中は、展覧会の開催はありませんが、情報発

信や他館との連携は継続して実施します。改修後にはより良い環境で、多くの方が

アートに触れ、美術館に親しんでいただく機会を提供いたします。 

 そして、美術館運営評価結果を生かし、市民に多様な美術の表現に触れる機会を

提供し、学びを生み出し、地域の活性化にも貢献する美術館を目指してまいります。 

 

◎横須賀美術館の使命・目標 

Ⅰ 美術を通じた交流を促進する 

① 広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。 

② 市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点となる。 

Ⅱ 美術に対する理解と親しみを深める 

③ 調査研究の成果を活かし、利用者の知的欲求を満たす。 

④ 学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を推進する。 

⑤ 所蔵作品を充実させ、適切に管理する。 

Ⅲ 訪れるすべての人に安らぎの場を提供する 

⑥ 利用者にとって心地よい空間、サービスを提供する。 

⑦ すべての人にとって利用しやすい環境を整える。 

⑧ 事業の質を担保しながら、経営的な視点を持って、効率的に運営・

管理する。 
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Ⅰ 美術を通じた交流を促進する 

① 広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。 

 

【事業計画】 

 

１ 展覧会の実施 

「広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。」ための事業の要は

企画展です。今年度も、文化スポーツ観光部内や他部局との連携を一層強化しながら、

社会教育施設としての役割とまちづくりや交流拠点等としての役割も認識し、バラン

スを考慮した企画展を実施します。 

 

【展覧会及び観覧者数（９月末）】 

 展覧会名 会期 見込(人) 実績(人) 達成率(％) 

 

企 

 

画 

 

展 

展 

(令和６年度)  

サルバドール・ダリ展 
2/8   -   4/6 2,500 人 6,241 249.6 

箱根連携展 

（成川美術館コレクション） 
4/19 - 6/22 21,000 人 19,283 91.8 

住友コレクション展 7/5 - 8/31 30,000 人 18,351 61.1 

山本理顕展 

[地下・所蔵品展示室] 
7/19 - 11/3 

- 

（25,000 人） 

17,932 - 

（71.7） 

ブラチスラバ絵本原画 9/13 - 11/3 23,000 人 5,911 25.7 

所蔵品展のみの期間 上記以外 6,000 人 3,779 62.9 

計 
82,500 人 

（107,500 人） 

69,612 84.3 

（64.7） 

※11 月３日(文化の日)は、無料観覧日 

※改修工事による休館期間：令和７年 11 月４日～令和８年８月末（予定） 

※括弧内数値は、令和７年度中に企画展開催に変更となった「山本理顕展」を加味。 

 

２ 広報・集客促進事業 

展覧会、イベント、ロケーション、高付加価値コンテンツなど、横須賀美術館の魅

力を有効活用し、横須賀の交流拠点として集客に取り組んでいきます。そのために、

企画展情報だけでなく、美術館の総合的な魅力や外部との連携による地域情報を積極

的に発信していきます。 

（１）訴求活動による集客促進 

‧ パブリシティを期待した新聞、雑誌等への展覧会リリース 

⇒展覧会毎に発送 １展覧会につき約 200 件 

⇒取扱い(掲載)件数 285 件（新聞 69 件、Ｗｅｂ74 件ほか） 

‧ 広報よこすか等他部局の広報媒体を活用した情報発信 

⇒広報よこすか（４、５、６、７月号）、横須賀市観光情報サイトへの展覧会情報掲載 
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‧ 公共交通機関への広告掲出 

⇒京急線横浜駅・横須賀中央駅・ランドマークプラザ・横浜そごうデジタルサイネージ

掲出、京急線駅貼り・中吊り、京王線駅貼り 

‧ ウェブサイト、X、インスタグラム、フェイスブック等を活用した情報発信 

⇒SNS による発信（発信件数 Ｘ195 件、フェイスブック 133 件、インスタグラム 110

件） 

⇒SNS 広告実施（各企画展） 

‧ インバウンド推進のための外国語情報発信の拡充 

⇒国際交流・基地政策推進課を介した米海軍横須賀基地への展覧会情報発信 

インバウンド向け SNS 広告実施（山本理顕展） 

（２）イベント開催など展覧会以外の要因で利用者を増やす取り組みの推進 

‧ 美術館のロケーションを活かした野外イベントの実施 

⇒海の広場を活用した 即興アートバトル「筆ロック-東西大会 FINAL-」実施予

定（10月 4日予定） 

同日に、山の広場を活用した「観音崎 ART FESTIVAL」を実施予定 

‧ ミニコンサート等、各種イベントの開催 

⇒開館時間中の展示室内でのミニコンサート実施“Monthly Welcome Music” 

(4月 16日、5月 21日、6月 18日、7月 23日、9月 17日) 

サマーコンサート（8月 23日、事前申込制） 

（３）外部連携による集客推進 

①部局内、他部局、その他団体との連携 

‧ 各種イベントへの参加、協賛による情報発信 

‧ 本市社会教育施設等と連携した情報発信、広報 

‧ 各種イベント、教育普及事業について、教育委員会事務局教育学校教育部等関

連部局との連携強化 

‧ ⇒庁内イベント、取組みに対する企画展観覧券等の協賛 

‧ 企画調整課：すかりぶや１万メートルプロムナードを活用したイベントへの参

加者及びアンケート回答者、企業（全企画展）、Yokosuka Peace Project（ブラチ

スラバ） 

‧ スポーツ振興課：神奈川フューチャードリームス「市町村 Day」横須賀市・逗

子市民 Day（住友展） 

‧ 商業振興課：ヨコスカダウンタウン・キッズフェスティバル（成川展）、ゆかた

DE スカブラ（住友展）、ハロウィンフェスティバル（ブラチスラバ） 

‧ 市観光協会：観光イベントへの参加者、 他市（全企画展） 

‧ 経済企画課：高校生合同就職説明会（住友展）、退職予定自衛官対象 合同企業

就職説明会（ブラチスラバ） 

‧ 創業・新産業支援課：企業誘致や事業連携など関わりのある企業（全企画展） 

‧ 窓口サービス課：上質紙受理証明書請求者 

‧ 環境政策課：環境審議会委員、「クリーンよこすか海ごみゼロ大作戦！」（ブラ

チスラバ）、共立メンテナンス主催「観音崎海岸 BEACH CLEAN」（ブラチスラ

バ） 

‧ 学校食育課：給食センター探検隊（食育講座 夏季特別編） 

‧ 港湾企画課：「横須賀うみかぜカーニバル in うみかぜ公園」（ブラチスラバ） 
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‧ 学園祭：11 大学（成川展、ブラチスラバ） 

‧ ⇒ koyart プロジェクト 農水産業振興課、大学研究室、企業等と連携した 

‧ 「よこすか野菜のＰＲ」（10 月 11 日、12 日予定） 

‧ ⇒「いくらでもスープ」 学校食育課と連携して、谷内六郎の誕生日にあわせ、 

‧ 学校給食で谷内六郎にちなんだメニューを提供（検討中） 

‧ ⇒商工会議所と連携した 即興アートバトル「筆ロック-東西大会 FINAL-」実

施（10月 4日予定） 

②民間事業者との連携 

‧ 民間事業者との広報協力、イベント参加、協賛による情報発信 
⇒併設レストラン「アクアマーレ」とのコラボレーションメニュー実施 

(成川展、山本理顕展、ブラチスラバ) 

「アクアマーレ」の YouTube チャンネルによる情報発信 

⇒はまかぜ新聞への広告出稿（第１期所蔵品展 オルガン展） 

‧ 福利厚生団体等との割引施設契約の実施 

⇒ＪＡＦ、ＪＴＢベネフィット、リロクラブ、神奈川県厚生福利振興会、 

神奈川県市町村職員共済組合 など 

‧ 京急電鉄との連携による「よこすか満喫きっぷ・三浦半島まるごときっぷ」の

利用促進 

⇒「よこすか満喫きっぷ」、「三浦半島まるごときっぷ」等への参加 

‧ ラビスタ横須賀観音崎テラス、観音崎公園パートナーズ（県立観音崎公園指定

管理者）、観音崎自然博物館、BEACH⇔PARK LIVING（観音崎公園内のバーベキュ

ー施設）等周辺施設との連携、イベント共催 

⇒観音崎施設共通割引（観音崎自然博物館、BEACH⇔PARKLIVING）への参加 

⇒ koyart プロジェクト 大学研究室や企業との連携（10 月予定） 

⇒観音崎と連携した 山の広場を活用した「観音崎 ART FESTIVAL」を実施（10

月 4日予定） 

‧ 民間事業者と連携した高付加価値ツアーや美術館の利活用の推進 

‧ 地域社会圏研究所との連携 

⇒「防災フェア」（９月 28 日）、「スイス＆横須賀 Day」（10 月 13 日、14 日予定）に協  

力 

⇒トークショー「コミュニティーと観光」（10 月 13 日予定）を実施 

③近隣地域との連携  

‧ 海岸清掃、町内清掃、防犯パトロールなど地域活動への参加 
⇒ 海岸清掃への参加 

‧ 観音崎全体の魅力を向上させるためのイベントへの参加、協賛 
⇒ 「観音崎フェスタ」（11 月 3 日予定）への参加、相互 PR 

‧ 地域での消費活動を促進する取り組みの検討 
⇒併設レストラン「アクアマーレ」とのコラボレーションメニュー、 

レストランの YouTube チャンネルによる情報発信 

⇒ koyart プロジェクト 農水産業振興課を通じた市内農家との連携を予定 

‧ 米海軍横須賀基地関係者へのプロモーションによる来館促進 

（４）団体集客の推進 

‧ 横須賀市観光協会や民間事業者との協力による団体誘致 

‧ 旅行会社への団体ツアーの企画提案、誘致 

‧ 団体向けガイダンスの再開 
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⇒団体ツアーの受け入れを積極的に実施（134 件 約 5,008 名）、 

団体の希望に応じてガイダンスを再開 

 

（５）商業撮影、取材の受入と誘致 

‧ 美術館のイメージアップにつながるようなＴＶ放送や取材の受入、休館日など

を利用してのファッション誌などのスチール撮影、ＣＭ撮影、プロモーション

ビデオ撮影などの受入 

⇒受入件数 13 件（スチール５件、動画４件、スチールと動画４件） 

（６）オンラインコンテンツ等の拡充 

‧ 美術館ウェブサイト、YouTube、SNSを利用してのオンラインで楽しめる美術館

コンテンツを拡充し、より広い層に美術館の魅力を発信する。 

⇒SNS による発信（発信件数 Ｘ195 件、フェイスブック 133 件、インスタグラム 110

件） 

⇒SNS 広告実施（各企画展） 

‧ 引き続き、X などの SNS で駐車場や混雑情報を発信。安心・安全・快適な来訪

を後押しする。 

⇒駐車場や入館待ちの混雑状況、長期休館前の早めの来館の呼びかけなどを発

信した。 

 

【達成目標】年間観覧者数 82,500人以上 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 「横須賀市立美術館基本計画」（平成 12年６月策定）では、他の公立美術館の実績を

参考に、施設の規模、本市の人口などから年間観覧者数を 10万人と推定し、年間観

覧者数の目標としてきましたが、平成 29年度～令和元年度の観覧者数は、いずれも

11万人を超えており、コロナ禍を経て、令和４年度以降の観覧者数は 14万人を超え

ています。 

令和７年度は、令和７年 11 月から改修に伴う長期休館を予定していることから、

82,500人を４～10月までの７か月間の目標とすることとしました。 

‧ 観覧者の見込み数は、展覧会ごとの開催時期や過去に開催したターゲットの近い展

覧会の実績などを勘案し算定しています。 

 

【年間観覧者見込みに対する達成状況】 （単位：人） 

 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（９月末時点） 

見込み （Ａ） 118,000 239,400 82,500 

実績 （Ｂ） 162,022 301,086 69,612 

達成率 （Ｂ／Ａ×100） 137.3％ 125.8％ 84.3％ 
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【実施目標】  

・様々な広報媒体の特性を生かして、効果的な広報活動を実施し、交流を促進する。 

・各種イベントを開催し、展覧会以外の要因での利用を増やす。 

・外部連携を推進し、様々な機会と場所を捉えて、美術館の情報を発信する。 

・旅行会社などへの働きかけを通じて、団体集客を促進する。 

・美術館のイメージアップにつながるようなＴＶ放送、雑誌取材、プロモーション

ビデオ撮影などの商業撮影、取材を受入れる。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 横須賀美術館は、本市の貴重な都市資源であり、これを有効活用することは、本市の

観光立市の推進という観点からも重要になります。市内外に積極的に情報を発信し

て広い層に魅力をアピールすることで知名度や認知度を向上させていくことが必要

と考え、実施目標として設定します。 

‧ 広報、パブリシティ活動にあたっては、当館の利用者層や展覧会ごとのターゲット層

に応じた効果的な広報を実施します。 

‧ そのために、様々な広報媒体をその特性を踏まえて効果的に活用し、特に若い世代に

対しては積極的に X、インスタグラムなどのＳＮＳを活用していきます。 

Wi-Fi等を活用し、来観者に魅力的な情報提供、情報発信を促します。 
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② 市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点となる。 

 

【事業計画】 

 

美術館ボランティア活動の推進 

ボランティアが美術館の活動を支援することで、自らのやりがいを見出し、市民の美

術への親しみを増す一助となるとともに、市民の交流の場となることを目指し、ボラ

ンティア活動の推進を図ります。あわせて、ボランティア自身の美術への理解を深め

るための育成を行います。 

 

（１）ギャラリートーク（ＧＴ）ボランティア 年 40日 

・所蔵品展のギャラリートークを行います。（約 30回） 

・所蔵品展のレクチャーを実施します。（６回） 

・ボランティアの自主研修を支援します。（４回） 

⇒所蔵品展で 11 回、ブラチスラバ展で２回ギャラリートークを実施しました。 

⇒令和７年度の活動に関する説明会を１回、企画展のレクチャーを３回、所蔵品展のレク

チャーを１回、計５回実施しました。 

（２）小学生美術鑑賞会ボランティア 年 54日 

・小学生美術鑑賞会で来館する小学６年生の受入れ、鑑賞補助をします。(約 44回) 

・企画展や所蔵品展、所蔵作品に関するレクチャーを実施します。（６回） 

・休館中の活動について話し合い、準備する会議を行います。（４回） 

⇒鑑賞会を 42 校受け入れ、先生のための美術館活用講座を１回補助しました。 

⇒令和 7 年度の活動に関する説明会を 1 回、企画展のレクチャーを３回、所蔵品展のレ

クチャーを１回、計５回実施しました。 

（３）みんなのアトリエボランティア 年７日程度 

・障害児者向けワークショップ「みんなのアトリエ」の補助をします。 

⇒「みんなのアトリエ」を３回（７月、８月、９月）補助しました。 

（４）プロジェクトボランティア 年 20日程度 

・海の広場などを活用した誰でも参加できるイベント（春・秋）を、ボランティア

が自ら企画・準備・運営します。 

・原則として毎月２回会議を行います。 

 ⇒企画会議やイベントの準備を 10 回行いました。 

 ⇒４月 27 日（日）にイベントを実施しました。 

（５）プロジェクト当日ボランティア 年２日程度 

・ボランティアイベント実施の補助をします。 

⇒４月 27 日（日）のイベントを当日ボランティア３人が補助しました。 
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【美術館ボランティアの活動日等一覧】 

 活動日 研修・会議 任期 

（１） ＧＴ：毎週日曜日と祝日（土曜日を除く） 

研修：原則として木曜日 

年間 10 回 1 年間（更新有） 

（２） ５月～10 月の平日 

研修：木曜日 

年間 10 回 1 年間（更新有） 

（３） みんなのアトリエ開催日 

（第３土曜日） 

なし 1 年間（更新有） 

（４） 原則として毎月第２・４土曜日、 

イベント準備日・開催日 

年間 20 回 1 年間（更新有） 

（５） 年２回 なし イベント当日限り 

 

【達成目標】市民ボランティアの活動者数および協働事業への参加者数延べ 1,600人 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 活動者数および協働事業への参加者数は、「活動が活発に行われているか」「魅力的な

活動を企画しているか」をはかるための指標のひとつとなるものです。 

‧ 令和７年度の目標は、参加者数延べ 1,600人とします。 

‧ 所蔵品展においてギャラリートークを実施します。 

＊ギャラリートークボランティア登録者数 21名（令和７年１月末時点） 

‧ 小学生美術鑑賞会ボランティアは従来どおり鑑賞会ごとにボランティアを配置し、

児童約 10名に対して 1名のボランティアが対話による鑑賞を行います。 

 ＊小学生美術鑑賞会ボランティア登録者数 21名（令和７年１月末時点） 

‧ みんなのアトリエボランティアは、「みんなのアトリエ」の各回に３～4 名を配置し

ます。 

＊みんなのアトリエボランティア登録者数 14名（令和７年１月末時点） 

‧ プロジェクトボランティアは、海の広場などを活用した誰でも参加できるイベント

の検討・準備を行います。 

 ＊プロジェクトボランティア登録者数 19名（令和７年１月末時点） 
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【市民ボランティア協働事業への延べ参加者数】 （単位：人） 

 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 

令和７年度 
*９月末現在 

ギャラリートークボランティア 39 210 384 142 

小学生美術鑑賞会ボランティア 106 295 307 188 

みんなのアトリエボランティア ８ 29 33 22 

プロジェクトボランティア 279 231 230 112 

プロジェクト当日ボランティア ６ 3 4 3 

小計  438 770 957 467 

ギャラリートーク参加者 0 211 1,444 651 

ボランティアイベント参加者 563 245 375 118 

小計  563 456 1,819 769 

計 1,001 1,226 2,776 1,236 

 

【実施目標】  

・市民が美術館に親しみを感じ、訪れる機会をつくる。 

・市民ボランティアが、やりがいを持っていきいきと活動できる場を提供する。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 市民感覚を持ったボランティアと協働することにより、市民にとって親しみやすい

美術館により近づくことができます。また、美術館への親しみ、愛着を持ったボラン

ティアの方々を架け橋として、より広い層の市民に美術館の魅力を知っていただく

機会を増やしたいと考えています。 

‧ 横須賀美術館のボランティア活動は労働ではなく、美術館が担うべき社会教育の一

環です。ボランティアがそれぞれの創意と経験を活かし、仲間どうし協力し、美術館

ならではの活動をしていくこと、そして、やがてそれが地域の新しいコミュニティと

なることを期待しています。 

‧ ボランティア活動がより広がるよう、活動の周知や、ボランティアによる主体的な活

動の充実に努めていきます。 
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Ⅱ 美術に対する理解と親しみを深める 

③ 調査研究の成果を活かし、利用者の知的欲求を満たす。 

 

【事業計画】 

１ 展覧会事業 

優れた美術品を展示し、感動と思索を得る場を提供します。 

 

（１） 企画展･･･幅広い関心にこたえるため、特定のテーマによる展示を自主事業とし

て、計３本を開催します。 

４月には令和５、６年度に続き箱根と横須賀の連携企画第三弾として、「箱根・芦

ノ湖 成川美術館コレクション展」、夏には泉屋博古館東京の所蔵品から「住友洋

画コレクション」展および展示室の一部で「浦賀と住友重機械工業」、秋には「ブ

ラチスラバからやってきた！世界の絵本パレード」展を開催いたします。 

ここでは、内容の充実にともない企画展料金を設定した展覧会を「企画展」と定

義しています。 

 

① 箱根・芦ノ湖 成川美術館コレクション展 

４月 19 日（土）～ ６月 22日（日） 

箱根地域の美術館と連携する「アートでつなぐ山と海」の第３弾。屈指の日本

画専門美術館である成川美術館のコレクションから、山本丘人、平山郁夫、堀文

子、平松礼二らの珠玉の日本画約 50点を厳選してご紹介します。 

⇒予定どおり開催 

 

② 住友洋画コレクション―フランスと日本近代絵画名品選 

７月５日（土）～ ８月 31日（日） 

住友コレクションは、住友家 15代当主・吉左衛門友純（号春翠）の美術品蒐

集から始まりました。泉屋博古館東京が所蔵する住友コレクションからモネ、

シャガール、ピカソといったフランス絵画、日本近代洋画の名品をご紹介しま

す。また展示室の一部で浦賀と住友重機械工業の歴史を振り返ります。 

⇒予定どおり開催 

 

③ ブラチスラバからやってきた！世界の絵本パレード 

９月 13 日（土）～ 11月３日（月祝） 

スロバキア共和国の首都ブラチスラバで２年ごとに開催される「ブラチスラ

バ世界絵本原画展」にて選ばれたグランプリを含む受賞作品と、日本代表とし

て参加した作家 10組の絵本と原画作品をご紹介します。 

⇒予定どおり開催中 
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④ 山本理顕展―コミュニティーと建築― 

７月 19 日（土）～ 11月３日（月祝） 

2024 年にプリツカー賞を受賞した建築家・山本理顕（1945-）の 50 年にわた

る設計活動を、およそ 60点の模型や図面、スケッチ、ドローイングを通して

紹介します。 

⇒所蔵品展から企画展に変更して開催中 

 

（２）所蔵品展・谷内六郎《週刊新潮表紙絵》展 ･･･ 年２回開催 

   令和７年度は年２回それぞれテーマ性のある特集を組み、所蔵品を中心に紹介

します。第２期では、横須賀美術館を設計し、昨年プリツカー賞を受賞した山

本理顕の模型や資料を特別展示いたします。 

  

①  第１期所蔵品展  ５月 17日（土）～ ７月 ６日（日） 

  特集：新収蔵作品展、須藤オルガン工房の半世紀：その音と形 

⇒予定どおり開催 

 

②  第２期所蔵品展   ７月 19日（土）～11月３日（月祝） 

特集：山本理顕展―コミュニティーと建築 

⇒所蔵品展から企画展に変更して開催中のため、第２期所蔵品展は開催せず 

 

２ 教育普及事業 

知的好奇心の育成と充足の機会を提供します。 

（１）展覧会関連の外部講師による講演会の開催      ４回 

展覧会を深く理解できるよう、外部講師による講演会を開催します。 

‧ 開催：土日 ／ 定員：各 60名程度（先着制） 

⇒成川美術館コレクション展、住友洋画コレクション展、世界の絵本パレード展において

所蔵館の館長や学芸員、出品作家らによる講演会やトークを実施しました。 

⇒所蔵品展において、オルガンマイスター須藤宏氏のトークを行いました。 

（２）ワークショップの開催 ６回 

美術への理解を深め、美術館に対して親しみを感じられるよう、多様なテーマによ

るワークショップを開催します。 

‧ 展覧会に関連したワークショップ          ４回 

‧ 大人向けワークショップ            ２回 

‧ いずれも土日開催 ／ 定員各 12名程度（事前申込制） 

⇒成川美術館コレクション展（中学生以上、１回）、住友洋画コレクション展（18 歳以上、２

回）、オトナ・ワークショップ（高校生以上、２回）を実施しました。 

（３）学芸員による企画展ギャラリートーク ３回 

展覧会の趣旨や見どころ、主要作品の解説など展覧会を深く理解していただくこ

とを目的として開催します。 

‧ 企画展毎に１回程度 ／ 当日自由参加 

       ⇒成川美術館コレクション展、世界の絵本パレード展において実施しました。 
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（４）学芸員による展覧会観覧の案内・解説 随時 

学生・グループなど、観覧にあわせ展覧会をより楽しく観覧できるよう要望に応じ

て、展覧会の案内・解説を行います。 

また、市内社会教育施設と連携し、必要に応じて市民大学講座などで展覧会や所蔵

作品等の講義を行います。 

   ⇒美術 Academy＆School（大人のためのアートスクール）の案内など、要望に応じた対

応を行いました。今後も、要望に応じて適切に対応していきます。 

 

３ 美術図書室運営事業 

美術図書等約 35,500冊を揃えた図書室を運営し、利用者サービスをはじめ、美術へ

の興味や理解が深まる場を提供します。 

（１）資料の収集と公開 

・一般的な美術図書や美術雑誌、展覧会図録などの図書資料を収集し、利用者の

閲覧に供します。 

・貴重な美術雑誌の欠号補充（古書購入）と補修を行い、利用と保存に適した状

態にします。 

⇒当初計画通り実施しています(9月末時点受入れ数：図書 141冊、カタログ 221冊、

定期刊行物 270冊）。配架整理及び蔵書点検時に資料状態を確認し、適宜補修を行っ

ています。 

 

（２）所蔵資料に関する情報提供 

・受け入れた資料はデータベースに登録し、OPAC(オンライン蔵書目録)に反映さ

せます。 

・古い資料の遡及入力を行い、欠落データの補完をすすめます。 

・展覧会の開催にあわせた関連図書資料の紹介を行います。 

 ⇒受け入れた資料は速やかにデータベースに登録し公開しています。 

⇒目次や出品作家など、既存登録データの補完入力を行っています。 

⇒関連資料は特集コーナーに展示し、ホームページで紹介しています。 

 

４ 調査・研究 

・横須賀ゆかりの作家や所蔵作品に関連する情報を収集し、作品の調査・研究を行い

ます。 

・調査した内容を展覧会等に還元します。 

⇒令和６年度に新たに収蔵した作品を第１期所蔵品展で展示 
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【達成目標】企画展の満足度 80%以上※ 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 展覧会を企画・実施することは、美術館にとって基本的な活動のひとつであり、中でも、

企画展は、波及効果が高く、最も力を注ぐべき事業といえます。こうした認識から、企画

展に対する来館者の満足度を、美術館の社会教育機能の高さを示す目安としました。 

‧ 満足度は来館者へのアンケートによって算出しており、同じ方法の調査を継続的に行って

います。またその満足度の内訳は「作品」「観覧料」「配置・順路」「解説」「心的充足」を

計っていて、その総合数値を出しています。 

・アンケートは、従来の紙に加え、令和５年８月から神奈川県の電子申請システム e-

kanagawa で回答を受け付けています。展示を見た人が回答するよう、回答ページに接続

する二次元コードはアンケートコーナー（本館 1 階、谷内六郎館）と地階の所蔵品展示

室に掲示しています。 

・令和６年度の企画展満足度には、令和５年度末の 3月 20日から 6月 18日まで開催した

「鈴木敏夫とジブリ展」の会期を通じた満足度も含まれています。 

‧ ここ数年の数値の変化の経緯を総合的に判断し、目標を 80%以上としました。 

※ なお、年度ごとの「企画展満足度」を算出する際には、それぞれの企画展の観覧

者数の比率を反映させています。企画展Ａの観覧者数をＡ（人）、企画展Ａの満

足度をａ（％）とするとき、年度ごとの満足度（％）は 

（Ａａ＋Ｂｂ＋Ｃｃ＋Ｄｄ＋Ｅｅ＋Ｆｆ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 

で表します。 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（９月末時点） 

企画展満足度 90.9％ 89.2％ 90.5％ 91.2％ 
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【実施目標】 

・幅広い興味に対応するようバランスをとりながら、年間３回の企画展を開催する

（児童生徒造形作品展は別会場にて開催）。 

・所蔵品展・谷内六郎展をそれぞれ年間２回、テーマをもたせた特集を組みながら

開催する。 

・知的好奇心を満たし、美術への理解を深める教育普及事業を企画・実施する。 

・美術への興味や理解が深まる美術関連の資料（図書、カタログ等）を収集し、図

書室で整理・保管し利用者の閲覧に供する。 

・主として所蔵作品・資料に関する調査研究を行い、その成果を美術館活動に還元

する。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 社会教育機関としての美術館は、常に知的好奇心を満足させる事業を行い、また、そ

のための環境を整えていかなくてはなりません。美術として扱うべき領域はとても広

く、利用者の幅広い興味に応えるためには、所蔵品展以外にもさまざまなテーマを設

けた企画展を開催する必要があります。作品の借用が許される期間に限度があること

などを考慮し、１カ月半から２カ月程度を目安とした年間３回の企画展を計画・開催

します。また、コレクションの魅力を紹介するために、所蔵品展及び谷内六郎展をそ

れぞれ年間２回開催します。 

‧ さらに、横須賀美術館では、美術への親しみ、理解を深めるために、講演会やワーク

ショップなど、年間を通じてさまざまな教育普及事業を展開しています。ここでは、

広く一般向けの教育普及事業について、評価の対象とします。 

‧ これらの事業を企画・実施するための基礎が、調査研究です。範囲は、所蔵作品に関

することを中心に、広く美術に関すること、教育普及に関することを含みます。 

 

 

  



- 15 - 

④ 学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を推進する。 

 

【事業計画】 

 

１ 学校との連携 

（１）中学生のための美術鑑賞教室の実施   夏季休業期間中 

夏季休業中の体験的学習にも活用できるよう、中学生向けの鑑賞ガイドを配布な

らびに HP上に掲載し、中学生の主体的な美術鑑賞をサポートします。 

⇒夏休み期間中に６日間開催しました（保護者を除き 22 名参加）。 

（２）「美術鑑賞会」の受け入れ（市内全小学校６年生） 44回 

市立の全小学校６年生を対象に、ワークシート等を用いて美術館における美術鑑

賞教育となる鑑賞会を開催します。 

⇒計画通り受け入れています。 

（３）学校で行われる鑑賞活動の支援 学校の要望があるとき 

授業の中で横須賀美術館の所蔵品を活用した授業が実施される際には、学校と連

携し、教材活用のサポート、研修、出前授業等を行います。 

また、ICT を活用した鑑賞プログラムの開発に向けて、教員やアーティストと共

に意見交換を行います。 

⇒引き続き、学校からの要望があれば実施していきます。 

（４）学校で行われるキャリア教育の支援 学校の要望があるとき 

市立中学２年生の職場体験を受け入れます。また、職業講話をはじめ、学校等で

行われるキャリア教育に協力します。 

⇒教育指導課を通じて日程調整し、１校の職業体験を受け入れました。 

⇒高校生インターン１名を受け入れました。 

（５）学芸員実習の受け入れ １回（６日間程度） 

学芸員資格取得を目的とする大学生のために、学芸員実習を行います。 

⇒８名を受け入れました。 

（６）教員のためのプログラム １回程度 

学校・教員と美術館との連携を促進するため、美術館および所蔵品の活用に関す

る教員向けの講座を開催します。 

⇒７月 31 日に「対話による美術鑑賞体験会」を開催しました（教員４名、ボランティア８

名）。 

 

２ 子どもたちへの美術館教育 

（１）ワークショップの開催 ４回 

子どもたちが美術に親しめるよう、子どもまたは親子を対象としたワークショッ

プを開催します。 

‧ 定員：１回 10～20名程度（事前申込制） 

⇒「ブラチスラバ」展関連の親子～大人対象のワークショップを実施しました。 
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（２）映画上映会の開催 １回（２日間） 

気軽に映画を楽しめるよう屋外での映画会(野外シネマパーティー)を開催しま

す。 

・開催：８～９月（予定） ／ 定員：なし（当日自由参加） 

⇒８月 30 日、31 日に実施し、１日目は 490 名、２日目は 360 名が参加しました。 

また、観覧券を提示した参加者におみくじを 250 本配布しました。 

（３）保育園との連携 ８～16回 

市立保育園８園と連携し、おもに年中・年長の児童に向けた鑑賞プログラムを実

施します。「美術館ツアー」に加え、園の希望に応じて、学芸員による「出前プロ

グラム」を実施します。 

⇒市立保育園 8 園のうち、８園で美術館ツアーを実施しました。このうち、３園は出前プロ

グラムも実施しました。 

（計画外）親子ギャラリーツアーの開催 

⇒「ブラチスラバ」展において、親子で美術鑑賞の楽しみ方を知ってもらうための

学芸員によるギャラリーツアーを２回開催し、計４組の参加がありました。 

 

【達成目標】 中学生以下の年間観覧者数 10,000人 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 子どもたちが美術館に親しみを持ち、利用しやすくするため、さまざまな取り組みを

行い、その成否を観覧者数によって評価しています。 

‧ 例年、子どもや家族層にも親しみやすい企画展を１つ以上開催することとし、目標達

成のための契機としています。令和７年度は、秋に「ブラチスラバからやってきた！ 

世界の絵本パレード」を開催します。 

 

【中学生以下の観覧者数】 （単位：人） 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（９月末時点） 

幼児 3,039 4,912 7,026 995 

小学生 10,831 12,761 15,732 4,132 

中学生 2,971 3,362 4,843 864 

計 16,841 21,035 27,601 5,991 

⇒幼児及び小学生の数値はほぼ横ばいとなっていますが、中学生の観覧者数について

は、コロナを機に減少したままとなっており、課題として認識しています。 
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【実施目標】 

・学校における造形教育の発表の場として、児童生徒造形作品展を実施する。（令

和７年度は別会場で実施します。） 

・学校及び関係機関と緊密に連携し、子どもたちにとって親しみやすい鑑賞の場を

つくる。 

・学校との連携を強化し、小学生美術鑑賞会を充実させる。 

・美術館を活用した鑑賞教育がいっそう充実するよう、先生のための美術館活用講

座をはじめ、教員の授業作りに有益な情報提供を積極的に行う。 

・子どもたちとのコミュニケーションを通じて、美術の意味や価値、美術館の役割

などに気づき、考え、楽しみながら学ぶ機会を提供する。 

・鑑賞と表現の両方を結びつけたプログラムを実施する。 

［目標設定の理由］ 

‧ 観覧者数の面では、その年度の展覧会の内容に左右されがちな項目ですが、実施目標

の面では、年間を通じた取り組みによって、展覧会の内容にかかわらず、子どもにも

親しみやすい美術館であるとの評価が得られるよう努めています。 

‧ 子どもや家族層に向けた取り組みとともに、学校連携を重視しています。 

‧ 学校連携では、学校による美術館活用の推進、鑑賞を通した言語活動の充実、校外で

の児童の作品展示など、図工・美術の学習指導要領を踏まえた具体的な取り組みを進

めています。また、教員のニーズを把握するよう努めています。 

‧ 学校とは違った美術館ならではのプログラムを提供し、子どもたちが美術に親しむ

機会を拡充することも重要です。家族で参加できるワークショップなどにも力を入

れていきます。 
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⑤ 所蔵作品を充実させ、適切に管理する。 

 

【事業計画】 

 

新たな美術品の収集を行うとともに、所蔵作品約 5,000点の管理を行います。 

１ 美術品の収集 

‧ 美術品の収集方針・・・近現代の絵画、版画、彫刻とし、次の基準によります。 

（１） 横須賀・三浦半島にゆかりのある作家の作品 

（２） 横須賀・三浦半島を題材とした作品 

（３） 「海」を描いた作品 

（４） 日本の近現代を概観できる作品 

（５） その他、上記に関連ある国内外の優れた作品 

‧ 購入にふさわしい候補作品を選定し、じゅうぶんな事前調査を行います。 

‧ 寄贈、寄託の申込のあった作品について、当館の収集方針に合致するかを検討し、作

品の来歴や状態を調査します。 

‧ 収集方針に沿って、受入の可否および価格の妥当性について美術品評価委員会で審

議いただき、承認を受けた作品について受入手続きを行います。 

⇒6 月 18 日に第 1 回美術品評価委員会を開催し、油彩作品２点を購入、油彩作品５点を

寄贈として審議しました。寄贈作品についてはすでに受け入れ、購入作品についても

受け入れ手続きを進めています。今年度は美術品評価委員会を２回開催し、第 2 回を

10 月 3 日に開催する予定です。 

２ 所蔵作品の管理（修復・額装及び作品の貸出） 

‧ 作品の修復・額装について、作品の状態、展示計画などに即して適切に行います。 

‧ 作品の貸出について、展覧会内容、会期、巡回先など内容を吟味した上で、適切に手

続きを行います。 

‧ 画像データを含む所蔵作品関連の情報について、整理を進め適切に管理します。 

⇒借用依頼のある所蔵作品を中心に、修復を検討しています。 

⇒栃木県立美術館での谷内六郎展に対し 207 点を貸し出したのをはじめ、４件の展覧会 

に対し、所蔵作品計 225 点を貸し出しました。 

３ 環境調査の実施       年２回 

‧ 収蔵庫、保管庫及びその周辺（搬入口、荷受荷解室）、展示室、閉架書庫について環

境調査を実施します。 

⇒5 月 19 日～6 月 16 日、7 月 28 日～8 月 25 日の日程で 2 回実施し、概ね良好な結果

を得ました。 

４ 美術品評価委員会の開催   年１回 

‧ 美術品の収集について、専門的見地から審議いただく美術品評価委員会を開催しま

す。 

⇒上述のとおり、第 1 回美術品評価委員会を 6 月 18 日に開催し、第 2 回を 10 月 3 日に

開催する予定で準備を進めています。 
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５ 美術品等取得基金 

‧ 美術品購入の財源として、主にふるさと納税を通じて横須賀市に寄せられる寄附金

の一部を美術品等取得基金に割り当てています。令和７年度は、1,600万円を予算計

上して、作品購入を具体的に進める予定です。あわせて、再来年度以降に取得すべき

作品についても、広く情報を集め、慎重に検討していきます。 

‧ 今後も多くの寄附を受けられるよう、継続的に PRしていきます。 

⇒令和６年度の繰越予算による購入を進めています。その他、今年度中に購入すべき作

品について慎重に検討しています。 

⇒継続的に寄附を募っており、さまざまな方法で PR につとめています。 

 

【達成目標】 

・環境調査の実施（年２回） 

・美術品評価委員会の開催（年１回） 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 作品収集は、美術館としての基本的な活動のひとつです。ただし、新規収蔵作品の数

量の多寡は、状況に左右される部分が大きく、また、多ければ多いほどよい、という

性質のものでもないため、数値目標とするにはふさわしくないと考えます。 

‧ 収集のための情報収集や調査を継続的に行っていれば、受け入れの可否を諮問する

ために美術品評価委員会を開催することとなります。ここでは、少なくとも年に１回、

美術品評価委員会を開催することを、収集活動に関する数値目標とします。 

‧ また、収蔵庫と展示室の環境が作品の保管、展示に適しているかどうか調べる環境調

査を、年２回実施することを、保管に関する数値目標とします。 

 

【実施目標】 

・収集方針に基づき、主体性を持って積極的な収集活動を行う。 

・作品の保管、展示について適正な環境を維持し、そのチェックのため必要な調査

を実施する。 

・計画的に所蔵作品の修復、額装を行う。 

・所蔵作品が広く価値を認められ、他の美術館等で開催する企画展などに活用され

る。 

 

［目標設定の理由］ 

優れた美術品を広く収集し、次世代に伝えていくことは、美術館の果たすべき基本的な

役割です。そのために、作品の保管、展示のための適切な環境整備と、作品そのものの

修復及び保護を行います。他の機関での展示等の所蔵品の活用は、作品への影響をじゅ

うぶんに考慮したうえ、可能な範囲で行います。 
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Ⅲ 訪れるすべての人にやすらぎの場を提供する 

⑥ 利用者にとって心地よい空間、サービスを提供する。 

 

【事業計画】 

 

１ 運営業務 

受託事業者との連携を図り、利用者にとって心地よいサービスを提供します。 

‧ 受託事業者との定期的なミーティングの実施による情報共有 

（運営事業者連絡会議－月１回、朝礼－毎日） 

⇒計画通りに実施し、連絡不足による問題の解消に努めています。なお、11 月以降 

の長期休館期間については、運営事業者連絡会議および朝礼の実施は予定してい 

ません。 

‧ 受託事業者からの業務日報や来館者アンケートに基づく課題の把握 

⇒各委託事業者からの日報を受け、課題や改善が必要な点の把握に努めています。 

また、日報だけでなく、口頭による報告やフィードバックも含めた情報共有を 

心がけています。 

‧ 館内巡回によるスタッフ対応等の確認（毎日） 

⇒職員による巡回をほぼ毎日実施し、適宜状況を把握するよう努めています。 

‧ レストランと連携した企画展ごとのコラボレーションメニュー提供の継続 

⇒実施しています。 

‧ 付帯施設（ショップ・レストラン）に対するアンケート結果等を提供し、協力して

満足度の向上を図る。 

⇒月例の事業者連絡会議にてアンケート結果を提供し、改善に努めています。 

 

２ 維持管理業務 

施設・設備の維持管理に努め、利用者にとって心地よい空間を提供します。 

‧ 設備担当スタッフ（委託業者）による設備点検（毎日） 

⇒継続実施しています。 

‧ 館内巡回による清掃状況及び施設不具合の確認 

⇒継続実施しています。 

‧ 施設・設備の不具合箇所に対する早急な修繕および計画的な修繕 

⇒適宜実施しています。 

 

※向こう 15 年間から 20 年間、まとまった閉館期間を伴うような大掛かりな修繕

を実施する必要がなく、今後の支出を抑えるとともに、収支への影響も少なくな

る改修計画により、令和７年 11月から令和８年８月にかけて、開館以来初めて

となる長期休館を伴う改修工事を実施予定です。 
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【令和７年度の主な修繕・改修工事の予定（100 万円以上の案件を抽出）】 

区分 案件 金額（円） 

修
繕 

施設 本館屋根シーリング修繕 1,914,550 

設備 エアハンドリングユニット交換修繕 3,084,000 

改 

修 

工 

事 

施設 防火戸等改修工事     44,880,000 

施設 鉄部補修等改修工事 39,568,000 

施設 低層部屋根等改修工事 29,121,000 

施設 飛散防止フィルム改修工事 3,471,000 

設備 熱源設備改修工事 71,280,000 

設備 厨房換気設備改修工事 10,353,000 

設備 展示スペース照明設備改修工事 78,696,000 

設備 監視カメラ設備改修工事 8,228,000 

⇒上記すべての修繕・工事は 11 月以降の長期休館期間中に実施を予定しています。 

 

【令和７年度の主な予定外の緊急修繕（100 万円以上の案件を抽出）】 

 ⇒現時点で総額 100 万円以上の修繕案件の実施はありませんが、経年劣化や耐用年

数経過等による電気、機械および空調設備の故障が相次いで発生していますので、

引き続き、計画性を持って適切に修繕を行って参ります。 

 

【達成目標】 

・館内アメニティ満足度 90％以上 

・スタッフ対応の満足度 80％以上 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 達成目標の適正基準として、それぞれ 90％以上、80％以上を設定しました。 

この目標値は、過去の実績を参考に、目標を高く持ちつつも達成が決して不可能では

ないと思われる数値であり、言い換えれば、目標値の達成イコールかなりの高水準を

維持できていると思われる数値としました。 

‧ 満足度は、来館者アンケートの質問８項目（アクセス、館内印象、静かさ、スタッフ、

休憩所、トイレ・授乳室、清潔感、総合）の内、外部要因や展覧会等の企画内容によ

る影響を受けにくい２項目（スタッフ、総合）を指標として使用しています。 

‧ 館内アメニティ満足度については、来館者アンケートの質問事項「全体的にみて、館

内では気持ちよく過ごせた。」に対する満足度（総合満足度）、スタッフ対応の満足度

については、来館者アンケートの質問事項「スタッフの対応・案内は適切だった。」

に対する満足度を指標としています。 

なお、原因を究明し改善に役立てるため、平成 24年度から５段階評価に加え、「特に

よかったところ、よくなかったところ」を具体的に記述していただく欄を設けていま

す。 
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 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 
（９月末） 

館内アメニティ満足度 94.5％ 92.4％ 93.6％ 

スタッフ対応の満足度 89.8％ 91.0％ 91.4％ 

 

【実施目標】 

・建築のイメージを損なわないよう、十分なメンテナンス、館内清掃を行う。 

・受託事業者と協力して、ホスピタリティのある来館者サービスを実践する。 

・運営事業者と協力して、付帯施設（レストラン及びミュージアムショップ）を来

館者ニーズに応じて運営する。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 横須賀美術館が来館者に好ましい印象を持たれている大きな要因の一つは、周囲の

豊かな自然と、その風景と調和したユニークな建物です。しかし、海のそばに立地し

ているため、強い風雨にさらされることも多く、また塩害などによる老朽化が進んで

いることも事実です。建築の魅力をいつまでも来館者に伝えていくためには、適切な

メンテナンス、清掃を継続していくことが重要です。 

‧ また、スタッフの対応によって、美術館に対する印象は大きく左右されますので、受

付・展示監視スタッフ等の受託事業者との緊密な連携を図り、来館者の立場に立った

より良い接客を目指します。 

‧ 美術館を訪れた際の買い物や食事も、来館者の大きな楽しみです。レストラン及びミ

ュージアムショップと連携し、来館者のニーズに即応したサービスの提供がなされ

るよう、知恵を出し合い、工夫を重ねていきます。 
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⑦ すべての人にとって利用しやすい環境を整える。 

 

【事業計画】 

１ 福祉関連イベントの開催 ２回 

障害の有無に関係なく、誰もが美術に親しむことができる福祉関連イベントを開

催します。令和７年度は、視覚障害者などどなたでも参加することができる鑑賞

プログラムと、障害福祉課と連携した通所施設利用者対象のワークショップを実

施します。 

⇒9 月 7 日に鑑賞プログラム「スカビでおしゃべり“わたしらしさ・あの人らしさ”」を開催

しました。10 月 19 日・20 日にワークショップ「福祉とアートが出会うとき くるくる回るフ

レームアートをつくろう」を実施予定です。 

２ 障害児者向けワークショップ「みんなのアトリエ」の開催  ７回程度  

18歳までの障害のある方とその家族を対象に、身近な材料による創作活動を紹介

し、ともに制作する事業です。令和６年度と同じく講師を複数名に増やし、従来

より活動の幅を広げ、嗅覚や触覚などさまざまな感覚に着目した創作活動に取り

組んでいきます。 

⇒６回開催しました。10 月第３木曜日に今年度最後のアトリエを実施予定です。 

３ 触察図  

視覚障害者などサポートが必要な鑑賞者のために、所蔵作品の触察図などの鑑賞

補助ツールを制作します。 

⇒まだ実施できていませんが、はじめて美術館を利用する人や発達障害がある方を想

定して、ソーシャルストーリーを作成することを検討しています。 

⇒ツール制作とは異なりますが、5 月 17～19 日に、成川美術館コレクション展関連事

業として、「レティッサオンハンド（網膜投影型視覚支援機器）の貸出」を行いました。 

４ 託児サービス  

１歳～未就学児を対象に、展覧会の観覧やワークショップ等に参加される保護者

向けの託児サービスを実施します。 

    ⇒「ブラチスラバからやってきた！世界の絵本パレード」展の展覧会チラシに託児サービ

スの案内（定例、グループ）を掲載しました。 

⇒９月 30 日（「ブラチスラバからやってきた！世界の絵本パレード」展開催期間）に定例

託児を実施し、３名の利用がありました。 
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【達成目標】 福祉関連事業への参加者数延べ 210人以上 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 福祉関連の事業は、内容の充実を図るために対象や参加人数を限定する場合があり、

そうした場合は参加者数が減ることとなります。しかし、限定したからこそ、対象の

特徴に応じたプログラムの計画実施が可能となり、普段より参加しやすい事業を行

うことができます。 

‧ このため、福祉関連事業は、その年の事業の性格次第で参加者数の増減が大きくなり

がちです。 

‧ 以上のことから、令和７年度の目標値を「210人」とします。 

 

【福祉関連事業への参加者数】 （単位：人） 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（９月末時点） 

福祉関連イベント 
3 14 15 12 

32 84 126 未 

みんなのアトリエ※1 

（障害児者向けワークショップ） 

動画 

54 
156 157 123 

託児※2 実施（5） 実施（5） 実施（4） 実施（3） 

計 89 254 298 135 

 

※１ みんなのアトリエ参加者数は、保護者やきょうだい児を含みます。 

※２ 託児利用者数は福祉関連事業への参加者数の合計に含みませんが、参考として括

弧内に記載します。 
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【実施目標】 

・年齢や障害の有無にかかわらず、美術に親しむための各種事業を行う。 

・触察図など鑑賞補助ツールを用いながら、対話鑑賞等のプログラムを実践する。 

・展覧会の観覧やワークショップ等に参加される保護者向けの託児サービスにつ

いて、積極的に周知し、利用しやすい内容で実施する。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 各種事業を通じて、美術館において、障害の有無に関わらず美術を楽しめること、ま

た各年齢や状況に応じた楽しみ方があることを伝えていくことが重要です。 

‧ 設備や什器を新規に導入することは難しいため、令和３年度より制作を始めた触察

図など鑑賞補助ツールを用いながら、対話鑑賞のような人的対応によるプログラム

を充実させることによって、福祉の充実につなげたいと考えています。 

‧ 障害者等のニーズを、職員が実践を通して知ることによって、次年度以降の取り組み

や長期計画に活かします。 

‧ 子どもを持つ方が安心して美術館事業に参加できるよう、託児サービスを行ってい

ます。平成 30 年度より、託児の利用者数を目標値に含めないこととしましたが、託

児は引き続き実施されます。乳幼児を持つ人が、それによって美術館利用を妨げられ

ることのないよう、引き続き適切に託児を実施するとともに、そのための周知に努め

ることとします。 
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⑧事業の質を担保しながら、経営的な視点をもって、効率的に運営・管理する。 

 

【事業計画】 

・エネルギーの消費管理を行い、省エネ対策を推進します。 

⇒兼ねてより使用していない部屋の電気や空調はこまめに消す、必要以上に空調の温度

を上げ下げしないな等、省エネを意識した施設維持管理に努めております。 

・四半期毎に消費エネルギーの数値等を職員全員に周知し、コスト意識の啓発を図り

ます。 

⇒兼ねてより設備担当から職員全体あて、全体ミーティングや供覧で周知・啓発しています。 

・アンケートによって、利用者の意見を反映させながら、効率的に運営します。 

※モニター制度は、令和７年度は年度の途中から休館となるため、中断いたします。 

⇒利用者の方のご意見をいただきながら、より利用者視点に立った形での美術館運営に努

めて参ります。 

 

【達成目標】電気使用量、水道使用量、事務用紙使用枚数を過去２年間における平均

値の 70％を目安とする。 

 

［目標設定の理由］ 

‧ 電気料、水道使用料は、美術館の総事業費の約２割弱を占めることから、達成目標を

定め管理していく必要があります。 

‧ 職員が努力した効果を目に見えて感じることができるように、電気使用量、水道使用

量、事務用紙使用枚数の平均値の 70％を目安とします。 

‧ 令和４年度以降、目標値は、直近２年間（コロナ禍に伴い長期休館をした令和２～３

年を除く）の平均値とすることとしていました。令和７年度の目標については、11月

以降に改修工事に伴う長期休館を行うことから、開館月数が例年の３分の２程度と

なるため、直近２年間の平均値の 70%と設定しました。 

‧ これらの使用量は、気候や来館者数等の外的要因によって大きく変動するため、個々

の数値目標の達成にこだわるよりも、増減の原因分析をとおして状況把握に努める

ための目安値とします。来館者サービスに影響する光熱水費等の削減は難しいと考

えますが、事務用品等、削減、節減できる項目について引き続き努力してまいります。 

 
令和５年度 令和６年度 

令和７年度 
（９月末） 

令和７年度 

（目安） 

総電気使用量（kWh） 2,710,442 2,413,404 1,401,290 1,866,451 

水道使用量（㎥） 4,483 5,718 2,427 3,308 

事 務 用 紙 使 用 枚 数

（枚） 
104,750 128,000 53,500 109,463 
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【実施目標】 職員全員が費用対効果を常に意識し、事業に取り組む。 

   

［目標設定の理由］ 

・サービスを低下させず経費を削減しスリムな運営体制を目指すためには、職員全員

が費用対効果を常に意識した行動が必須であると考え、実施目標としました。 
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◎横須賀美術館の使命・目標別　歳出予算 単位：千円

R6
当初予算 前年度比 当初予算

Ⅰ　美術を通じた交流を促進する 5,748 △ 723 6,471

5,460 △ 723 6,183

　　　　展覧会の実施 ③に掲載 ③に掲載

　　　　広報・集客促進事業 5,460 △ 723 6,183

288 0 288

Ⅱ　美術に対する理解と親しみを深める 117,721 △ 52,634 170,355

72,674 △ 45,278 117,952

　　　　展覧会事業 69,732 △ 45,319 115,051

　　　　教育普及事業 2,142 41 2,101

　　　　美術図書室運営事業 800 0 800

1,505 97 1,408

　　　　学校との連携 419 170 249

　　　　子どもたちへの美術館教育 1,086 △ 73 1,159

⑤  所蔵作品を充実させ、適切に管理する。 43,542 △ 7,453 50,995

Ⅲ　訪れるすべての人に安らぎの場を提供する 538,392 178,052 360,340

537,349 178,414 358,935

⑦  すべての人にとって利用しやすい環境を整える。 1,043 △ 362 1,405

0 0 0

661,861 124,695 537,166

◎美術館費全体の予算 単位：千円

R6
当初予算 前年度比 当初予算

歳入合計（Ａ） 412,466 189,808 222,658

観覧料 56,598 △ 42,471 99,069

駐車場使用料 9,750 △ 13,258 23,008

その他（市債含む） 346,118 245,537 100,581

歳出合計（Ｂ） 792,096 126,874 665,222

給与費
職員給料、非常勤職員報酬、委員報酬、社会

保険料等 130,235 2,179 128,056

展覧会事業 展覧会の開催に要する経費 69,732 △ 45,319 115,051

教育普及事業 教育普及活動に要する経費 4,978 △ 224 5,202

美術品収集管理保管事業 収集保存管理に要する経費 22,965 △ 7,447 30,412

運営事業
広報、地域連携、図書室の運営、パンフレット印刷物

制作など館全体の運営に要する経費 6,260 △ 723 6,983

管理事業 維持管理に要する経費 537,349 178,414 358,935

美術品等取得基金積立金 美術品等を購入するための積立金 20,577 △ 6 20,583

379,630 △ 62,934 442,564

R7

差引（Ｂ－Ａ）

④  学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を
　　推進する。

⑥  利用者にとって心地よい空間、サービスを
　　提供する。

⑧  事業の質を担保しながら、経営的な視点を
　　持って、効率的に運営・管理する。

合　　計

内　容

横須賀美術館　令和７年度予算

使命・目標
R7

①  広く認知され、多くの人にとって横須賀市を
　　訪れる契機となる。

②  市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点と
　　なる。

③  調査研究の成果を活かし、利用者の知的
　　欲求を満たす。


